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１年を振り返って！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 早いもので、今年もあとわずかとなりました。今年は、ロンドンオリンピックで日本選手が大

活躍し、国じゅうが盛り上がりを見せた反面、いじめ問題が再発し、心の教育の大切さを大いに

感じた１年であったように思います。 

 掛合小学校でも、一人一人の人権を大切にするうえで、決して見過ごすことのできない事案が

あり、全校体制で子どもたちへの指導にあたりました。どの教職員も同じ気持ちで指導にあたり、

つらい気持ちでいる子どもを支えること、友だちがいやがることをしない、させない気運を高め

ることなどに力を注ぎました。具体的には、教育相談を充実させる、呼び捨てや命令口調の言葉

を使わせない、困ったことやいやなことがあればすぐ知らせる、協力・連携体制を強化するなど

です。これらのことだけで、いじめがすべて解決するというわけではありませんが、未然防止に

努めるとともに、少しでも早期発見に心がけ、すべての子どもたちが気持ちよく学校生活を送る

ことができるよう支えていきたいと思います。どうか、ご家庭・地域でも、気になることやよく

ない事象がありましたら、遠慮なく学校にお知らせくださいますようお願いします。 

掛合小学校 校報 ましみず 
 

がんばる「かけやの子」＜表彰関係・その３＞ 

子どもたちが表彰を受けましたので、紹介します。 

◎雲南市小中学校図画コンクール （県入選のみ掲載） 

３年 板垣七海さん    ４年 土谷彩絢さん  深津大輔さん  中村陽菜さん 

６年 朝山 柊さん  中村凌也さん  村重梨香さん  森山羽乃さん 

収穫祭……５年生が、１学期から米作りでお世話になった地域の「あきば会」の皆様と一緒に、

収穫祭を行いました。この日は、秋に収穫したもち米を使って、餅つきを行いました。とてもり

っぱなお餅ができ、みんなで、きな粉もちにして食べました。この活動で５年生の学習は最後と

なりましたが、「あきば会」の皆様には、１年間大変お世話になり、ありがとうございました。 

不審者対応の避難訓練……雲南警察署・掛合広域交番の方に講師として来ていただき、不審者対

応の避難訓練を行いました。初めに不審者が学校に侵入したという想定で、全員、体育館に避難

しました。その後、警察の方に不審者役をしていただき、ロールプレイをしながら、実際にどう

対応したらよいかを考えさせました。とてもわかりやすい指導で、子どもたちはよく理解できた

と思います。掛合では、幸い大きな事件はないとのことですが、油断せず行動させたいと思いま

す。地域の皆様には、子どもたちを温かく見守っていただければ幸いです。 

警察の皆様には、丁寧にご指導いただきまして、誠にありがとうございました。 

人権週間にちなんで……３年生の子どもたちが、足を痛めている教員に、登校途中に見つけた四

つ葉のクローバーを持って、「早くよくなってください。」と手渡す光景を目にしました。誰から

言われたわけでもなく、このような行動がとれることは、大変素晴らしいと思います。子どもた

ちの心が育っている証だと思っています。どうか、この温かい気持ちが学校全体に広がり、自分

のすぐ近くのお友だちにも向けてくれるよう願っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

☆飯石地区更生保護女性会様から図書カードをいただきました。子どもたちの読書活動の充実のた

めに大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

☆今年も、掛合小学校を・子どもたちを支えていただきまして、大変ありがとうございました。来

年も引き続き、皆様の温かいご支援、ご協力をよろしくお願いします。皆様、よいお年をお迎え

ください。来る２０１３年もよい年となりますように…… 

コンテンポラリーダンスの体験……今年度の「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」として、

山田うんさん率いるダンサーの方７名に来ていただき、全校児童がコンテンポラリーダンスを体

験しました。出会った瞬間から、ダンスの世界に引き込まれる子どもたち。その後は、一人一人、

思い思いの表現ができるようになっていきました。普段は見られないような子どもたちの生き生

き、のびのびとした自由な表現に、思わず目を見張る教職員もいました。自由なダンスに、子ど

もたちは、大盛り上がりでした。（その雰囲気に入りにくかった子どもも少しだけいました。） 

その様子を山田うんさんは、自身のブログで、下記のように紹介してくださいました。外部の

方の学校に対するご意見は、大変貴重でありがたく思いました。子どもたちも、教職員も、この

ご意見を参考に、さらによい学校づくりを行っていきたいと思います。 

～「明日もまた行きたくなる学校。明日もまた会いたくなる仲間。」を目指して！！～ 

［山田うんさんのブログ「う～ん！」より（抜粋）］ 

今日は雲南市立掛合小学校の全校生徒のワークショップへ行ってきました。普段学校でのワークショップはだいた

い４０名編成くらいで行うことが多いけれど、１００人越えの超大人数ワークショップ。大所帯カンパニーだから引

き受けられるワークショップです。 

掛合小学校では２学期の間は約１５０名の全校生徒が一緒にランチルームで給食を食べるのが習慣で、今日はその

中に混ぜてもらいました。縦割り班はどこもよい雰囲気で、低学年も高学年も同じ話題を楽しみながら一緒にご飯を

食べるのですが、さらにランチルーム全体としてはランダムにマイクが回ってきてダンスの感想を述べたりも。 

校舎は紅葉のカラフルの葉っぱがワサワサした樹々がモリモリした山々に囲まれていました。山の上なのに山に囲

まれていました。とてもとても空気が澄んでて寒かった。体育館は寒くて寒くて冷たくて冷たくて今朝の気温は零度

でした。それでもみんなで踊っているうちに私も汗びっしょり。子供達は半袖半ズボンの裸足。そしてさらに昼休み

には半袖のまま外に出て、全校生徒全員参加の氷鬼をしていました。子供達は休み時間は外で思い切り遊ぶのですが

雨の日は校長室に遊びに来るとのこと。何をして遊ぶのか？と尋ねたらギターとかトランペットとか仮装道具とかが

校長室の棚からわんさか出てきました。小学校の先生っていうのはエンターテイナーでなきゃ勤まらないよって思う

けれど、山根校長先生は本当に素敵なエンターテイナーでした。ダンスも MVP をあげたいくらい！。校長先生が楽

しい学校は先生達も明るくて子供達も伸び伸びしてて大好き。今日掛合小学校では先生達が私達の雰囲気をそのまま

子供達が持って帰れるようにって思ったみたいで、終わりの挨拶で整列したり号令かけたり仕切り直したりせず、流

れ解散にしました。仕切りの挨拶をすることが大事な時とそれがなくてもいいんじゃないかっていう時と、先生達が

とても柔らかく考えて、自由に判断して、そしてそれがすぐ実行できる学校っていうのはいいなあって思いました。 

感謝給食会……普段子どもたちがお世話になっている方々をお

招きし、給食をいっしょに食べる「感謝給食会」を行いました。

本校では、子どもたちの学習の補助など、大変多くの方にお世話

になっています。ランチルームでは、お一人お一人子どもたちの

グループの中に入っていただいて、子どもたちと楽しく会話をし

ながら、給食を食べていただきました。どうか、今後とも子ども

たちを支えていただきますよう、よろしくお願いいたします。 


